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研究成果の概要（和文）：廣海家は、幕末から近代にかけて、大阪の貝塚で、廻船問屋、米穀肥料問屋、仲買、
株式投資、銀行経営などで活躍した商家である。その広大な敷地には4棟の土蔵が並ぶ。この土蔵が伝えた書
画・工芸・考古・歴史資料を京都国立博物館の研究員が調査し、1045件の文化財の寄贈を実現した。これを記念
した展覧会や講座を開催し、関西の旧商家の生活文化を広く一般社会に紹介した。展覧会図録では、廣海家の商
業活動やコレクションの概要について述べ、117件の作品の図版と解説、家系図、全寄贈品の一覧、調査報告を
収録した。

研究成果の概要（英文）：The Hiromi family of Kaizuka, in Osaka, was a well-established merchant 
household dating back to the Edo period. The family conducted diverse businesses including shipping 
brokerage for the rice trade, fertilizer, stock investment, and bank management.  Their walled 
property includes four earthen storehouses, which kept vast trove of artworks. The Kyoto National 
Museum curators have studied them, and supported the donation of over a thousand items from the 
family to the museum. A commemorative exhibition and a series of lectures were held to introduce to 
the general public the rich lifestyle enjoyed by the old wealthy merchant class of the Kansai 
region. The exhibition catalogue discusses the commercial activities held by the Hiromi family and 
the luxurious life style evidenced by the surviving treasures.  It also features images and entries 
for 117 selected items, a family tree, the full list of 1045 donated items, and a report on how the 
survey was carried out.
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１．研究開始当初の背景 
(1) 大阪府貝塚市の廣海惣太郎家は、天保
六年（1835）に米穀や肥料の問屋として起業
し、幕末には大型和船を所有する廻船問屋と
して活躍した後、明治期には仲買、株式投資、
銀行経営などに転じ、その資本によって地域
の近代産業の発展に寄与した商家である。 
 
(2) その経済活動については、同家に伝わ
る約 8万点の文書をもとに、科研費補助対象
であった石井寛治氏や中西聡氏らの研究「商
人の活動からみた全国市場と領域市場－天
保期から第二次大戦期」（研究課題番号
07303009）が詳細に分析し、近世以来の地方
商人資本が開国後に全国市場に展開しつつ
地域の近代産業の発展を支えた典型例と位
置づけられている。 
 
(3) その廣海家の家屋敷が、現在も江戸時
代と同じ場所にあり、母屋と現存する４棟の
土蔵（うち 1棟は 2棟分が連結）が、国の登
録有形文化財に指定されている。 
 
(4) 第二次世界大戦後の廣海家は、戦前の
ような商業活動を行わず、当主も大学に勤務
する研究者となったが、同家に伝わった江戸
時代以来の家財道具の一切は、ほとんど処分
されることなく大切に保管されてきた。現代
の視点では美術品に分類されるような品が、
歴代当主の生活を彩った道具として、着物や
布団、傘や下駄、火鉢や手炙りなどとともに
土蔵に納められている。 
 
(5) 家業について詳細に把握されている旧
家に、日本の生活様式が大きく変化した時期
の美術品が、使用されていた背景を物語るほ
かの生活用品とともに伝来し、そのすべてが
研究者に公開されることは稀有である。なお
かつ所蔵者は、京都国立博物館の研究員が公
的機関の活動に役立つと認める品について、
当館をはじめとする研究機関へ寄贈するこ
とを望んでいた。 
 
(6) これを受け、同館は平成 24年度に土蔵
内の文化財調査をはじめたが、あまりの物量
のため、本研究開始時にはその全貌を掴むに
至っていなかった。 
 
(7) 所蔵者は癌を患う高齢者であったため、
現行の税制下では、世代交代による所蔵品の
散逸が懸念された。そのため、調査の効率を
あげ、完了を急ぐ必要があった。所蔵者の存
命中に専門集団による総合調査を完了し、幕
末近代の商家の生活文化の記録を後世に伝
えるべく、当助成を申請した。 
 

２．研究の目的 
(1) 現代日本に伝わる古美術品の多くは、
元の所蔵者がこれを手放したことをある種
の恥として捉える傾向があるために来歴を
抹消して売買され、博物館等施設に収蔵され
る頃には、どの社会層のどのような暮らしで
用いられていたかが不明となっている場合
が多い。それに対し、廣海家に伝わる美術工
芸品は、タイムカプセルに収まるかのように
当家で保管されてきたため、幕末から近代に
かけての近畿圏の商家が入手し得た美術品
の内容と、それらが使用された生活背景を、
同時に知ることのできるまたとない研究対
象である。 
 
(2) 土蔵に長年仕舞われていた品々は、そ
れらを調査できるように準備するだけでも
手間を要する。本研究開始以前の調査では、
学生が交代で手伝いに来ていたが、研究費が
ないために満足な交通費さえ支払えず、彼ら
の学習意欲とボランティア精神に頼るほか
なく、定期的・効率的な調査を計画すること
が困難であった。本研究は、人的、物質的な
調査体制を整えて、この状況を打破し、３年
間で土蔵の調査と寄贈手続きの完結を目指
すものであった。 
 
(3) 26 年度までの調査から、歴代の廣海家
当主が、同時代の画家や工芸家のパトロンと
しての役割を担っていたようすが窺われ、特
に四代惣太郎は、明治時代後半から大正期の
茶道会の活動に呼応し、表千家を支える地方
数寄者のひとりとして大量の茶道具を蓄積
したことがわかっていた。また、当時の実業
家の常として、ほかの大商人や華族と姻戚関
係を結んでおり、公家の石野家、旧水戸藩主
徳川家、豪商の伊藤忠兵衛家や日本紡績の創
業者のひとりとして知られる本咲家などと
親戚づきあいがあり、贈答品や形見分けなど
で品物が行き来した形跡も見受けられた。本
研究の調査においても美術品を巡る人的ネ
ットワークがより具体的に解き明かされる
ことが期待された。 
 
(4) 調査対象のうち、当館へ寄贈される品
は、展示室に並べられるよう清掃し、寄贈手
続きのため内外の評価会に陳列し、収蔵品の
データベースに登録し、図録用の文化財写真
をデジタル撮影して専用のサーバに蓄積す
るなど、資料として整備する。館内の通常予
算では整備費を賄い切れない物量であるた
め、本研究費を充てることで迅速にこの作業
を進める計画を立てた。また、調査作品が博
物館の収蔵品として整備された暁には、寄贈
顕彰を兼ねた展覧会を企画し、本研究の成果
を広く一般市民に公開することを目指した。 



３．研究の方法 
(1) 調査と寄
贈の大まかな手
順は以下のとお
りであった。土
蔵内の文化財を
ひとつひとつ外
箱ごと搬出し、埃を払い、黴を拭い、包み布
や紙の保存を検討し、内容物を確認して清掃
し、調書を取り、採寸し、撮影し、元の棚に
戻すという基礎作業を繰り返す。調書の内容
をリスト化し、画像を保存整理すると同時に、
各方面の意見を参考にしながら作品を評価
し、寄贈先を検討する。撮影した画像をもと
に所蔵者の希望を確認する。当館への寄贈分
は、美術品輸送業者を手配して安全に梱包し、
美術専用車両で博物館の燻蒸庫に直接搬入
して、黴や害虫を駆除する。燻蒸庫から搬出
した作品は、外箱に掃除機をかけ、乾拭きと
固絞り雑巾による水拭きを行い、包み布は洗
濯とアイロンを施し、作品も対象によっては
掃除機、乾拭き、アルコール消毒などの処置
を行って、博物館等施設で陳列できる文化財
として整備する。各分野のこの作業を総合し、
コレクション全体の歴史的価値付けを行う。
最後に寄贈を顕彰し、成果を社会一般に還元
するために展覧会を開催する。 
 
(2) 廣海家の土蔵には、陶磁器と漆器、木
製品、竹製品、金工品、染織品、絵画、書跡、
彫刻、考古遺物が大量に納められていた。こ
れら各分野を担当する連携協力者が貝塚へ
出向き、江戸時代の母屋の収蔵スペースや土
蔵の中を探査し、調査対象を探し出した。調
査対象は、安全を確保しながら外箱ごと母屋
の座敷に運び、そこで調査を行った。調査後
は付箋をつけて元の場所に外箱ごと戻した。 
 
(3) 土蔵によっては湿
気が強く、ところによっ
ては湿気を吸った埃を
中心に黴が発生してお
り、この黴などを餌とす
る害虫も生息していた。
作業者の健康を守りつ
つ、汚れた外箱の中身を
汚さず安全に取り出す
ための清掃などを工夫
をし、調査を進めた。漆椀などは、数十人前
が数箱に分かれて収蔵されており、調査の下
準備にすでに相当な作業が必要となった。分
野によっては調査対象は数千点を超えるこ
とが予想された。３年間で調査を終えるため
に、こうした下準備において人手を必要とし、
その人件費と旅費の確保が本研究の成就に
関わる最大の要点となった。 
 

(4) 各土蔵は
狭く急な階段を
備えた二階建て
となっており、
脚立に登っては
じめて手の届く
棚に調査対象が

並んでいる場合や、二階の床板を外してはじ
めて一階におろすことのできる大型作品が
納まっていることがあった。その場合は、美
術輸送を専門とする業者の手を借りること
が最も安全かつ効率が高いため、作品の出し
入れをまとめて行う日を確保し、そうした専
門の作業員を動員した。 
 
(5） 調書の内容はリスト化し、通し番号に
合わせてデジタル画像を整理した。数百点整
理できたところで、それぞれの品について所
蔵者に寄贈の意志を確認し、博物館への搬入
が決まった品を美術品輸送会社の手で梱包
し、廣海家より搬出した。 
 
(6) 博物館へ搬入する作品は、簡易に清掃
されたとはいえ、黴や害虫の繁殖の懸念がな
お残るため、収蔵スペースには入れず、酸化
エチレンガスで燻蒸するための専門施設へ
搬入した。燻蒸を終え、一週間程度ガス抜き
をした作品は、別の作業室へ搬入した。 
 
(7) 燻蒸後の本格清掃作業は調査補助アル
バイトと必要に応じて美術品輸送会社の作
業員とともに行った。燻蒸を終えた作品の外
箱は、文化財専用の HEPA フィルタを備えた
掃除機で清掃し、ふきんで空拭きを行ったの
ち、固絞りふきんで木目に沿ってしっかりと
汚れをぬぐった。虫損のあった箱については、
竹串などを用いて損傷部分を処理し、蓋の桟
が外れたものは竹串などを用いて修理した。
破棄せずに作品とともに搬入した附属の布
類は、洗える物は通し番号を書いた布をホッ
チキスで留めて、洗濯乾燥機を用いて洗濯し、
アイロンをかけ、作品に添え直した。洗えな
い物は、掃除機をかけて清掃した。作品は、
食器として用いる品は中性洗剤で洗い、ふき
んで拭った後、充分に乾燥させてから、布ま
たは薄葉紙に包み、外箱に戻した。水洗いの
できない状態の品は、作品の保全に充分注意
しながら、アルコールを浸した脱脂綿や綿棒
を用いて清掃したり、掃除機を用いたりして、
清掃した。 
 
(8) 博物館に収納される文化財として整備
された品を、館内鑑査会や外部評価会に諮る
ために、展示室に付属品とともに陳列した。
会議の後の撤収と収蔵庫への搬入にも、美術
専用作業員を動員した。 
 



(9) 博物館の収蔵品となった作品は、図録
などに用いる文化財写真をデジタル撮影し
た。この作業についても物量をこなすべく美
術品輸送業者に作品の出し入れを委託した。 
 
(10) 調査対象のうち、京都国立博物館では
活用が見込まれないが、他の研究施設では収
集対象となっているような品（近現代作品な
ど）については、所蔵者の了解のもと当該施
設へ作品を紹介した。 
 
(11) これらの作品調査が終了したところ
で、当館で各分野を担当する連携協力者が代
表的な作品を選択した。これをもとに研究代
表者がコレクション全体についての評価を
総括した。その内容を展覧会に組み上げ、本
研究の成果として一般社会に還元した。 
 
４．研究成果 
(1) 調査の結果、
1045 件の文化財が京
都国立博物館へ寄贈
された。これを記念
した展覧会「豪商の
蔵―美しい暮らしの
遺産―」や関連講座
を開催し、関西の旧
商家の生活文化を広く一般社会に紹介する
ことができた。展覧会図録では、廣海家の商
業活動やコレクションの概要について述べ、
「寺内町の廻船問屋」「抹茶と煎茶」「祝宴」
「趣味と支援」「婚礼―名家のネットワーク」
という５つのテーマを設け、117 件の作品の
図版と解説、姻戚関係を確認できる家系図、
全寄贈品リストと、調査報告を収録した。
（「５．主な発表論文等」参照）。 
 
(2) 図録に収録した調査報告では調査過程
を簡易な言葉で紹介した。土蔵の解体が全国
で進むなか、この報告は、所蔵者や同様の案
件に遭遇する文化財関係者に対し、土蔵の内
容物の調査と保存方法に関するひとつのモ
デルケースを提示できたと思われる。 
 
(3) 当館の収蔵対象ではない文化財も、他
機関への寄贈を仲介した結果、そちらの展覧
会で活用された（堺市博物館の堺緞通展等）。 
 
(4) 本研究は、膨大な数の文化財を限られ
た時間で調査し、貴重な作品の保存と展覧会
による社会への紹介を目指した。調査６年目
にして実現した展覧会の閉幕を見届けるよ
うに、所蔵者が亡くなった。ご生前にかろう
じて研究成果を報告できたのも、本研究費の
投入があってこそといえるだろう。 
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